
第3章 食 性

魚類 の 食性 を調べ る こ とは 食物 連 鎖 を通 じて 生 態 系の構 造 を理解 し,漁 場 の 形成 要 因 を知 つ て,漁

獲の 向上 をは か る上 に極 め て有 効 な手段 であ る。 こ こで は,流 れ 藻 につ く稚魚時 代 か ら成 魚 にい た る

ま での 食性 を取 り扱 い,そ れ らが本 種 の 習性 や 漁況 とどの よ うに関 連 してい るか を追 求 す るこ ど とす

る。

研 究 材料 は.稚 魚に つ い て は1963年5～8月 の間 に宮 崎県 ・島 根 県 沿岸の 流れ 藻 の 下か ら主

とし て抄い 網 で得 られ た20尾 で,幼 魚 は同 じ時期 に山 口県 ・島根 県 沿岸 で刺 網 で 採集 された200

尾 であ る。 成 魚に つ いて は1955～1961年 の6～10月 に島 根 県浜 田 沖合 の漁場 か ら ・シイ ラ

漬漁業 に よつ て漁 獲 された1,217尾 の 胃 であ る。 調 査 魚体 は全長5.1㎝(体 重0.73タ)～ 体長

121㎝(体 長16.1㎏） の 範 囲 にわ た る。

第1節 稚 ・幼 魚 の 食 性

シィ ラ稚 魚の 食性 に 関 す る研 究 は極 めて 少な い。 横 田 ・そ の他(1961)に よ る と,全 長11

例加の もの は

以上の大型

Copepoda

Copepoda で

幼 体 を主 として 捕 食 してお り.全 長12.5窮 似 上 の もの で は体長1.Ofl・m
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に な る 。 さ ら に,全 長34.5㎜ の も の に は3.8㎜ のl a-& ud a cc ~a

を主として捕食するよう

が多 くみ られ た。

流 れ 藻 の下か ら得 られ た 稚 魚20尾(全 長51.5～114.omm)の 消化管(主 と して 胃)内 容 物 を

検鏡 した結果 を表示 したのがTable9で あ る。 消化 管 に内容 物 が見 い だせ なか つ た ものは僅か2

尾に過 ぎず,消 化が 進行 して.い わ ゆる 液状 の無 定形 内容 物 は総 て の個 体 にみ ら れた。

Table9 に よ ると.調 査 魚 体 の60%の 個 体 に 稚 魚が み い だされ て お り,そ の 稚 魚はサ ンマ
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 a a およびその他の不明魚種である。

つ ぎに,流 網 で捕 獲 され た幼 魚200尾(体 長15・5～29・Ocm,体 重25・0～260g)の 胃内

容 物 構 成種 の 出現 回数 を調 ぺ,調 査 尾数 に対 す るそ の比 を 百 分率 で図 示 したの がFig.22で ある。

Fig.22を み る と.シ イラ幼 魚 の餌 とな る魚種 の順 位 を知 る こ とが で き る。 す な わ ち,出 現 回数

の もつ とも多 い もの か ら順 に列 挙 して い くと,ヒ メ ジ
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な どが あ る。 これ らはい つれ も稚 ・幼 魚で あ るか ら・ シイ

ラ幼魚 の食性 は成 魚 の食性 に 比べ て 稚 ・幼 魚の み を摂 つ てい るこ とが特 徴的 であ る。 尚そ の外 の餌 と し

て 胃の中 に しば しば ホンダワラnCSargassu皿sp.藁 ク ズな どがみ られた 。 シイ ラ幼 魚は 生活 の場 と して 流

れ 藻 と関係 が ない のに,索 餌 の場 と しては末 だ流れ 藻 を利 用 して い る よ うに思わ れ る。

以 上 の結 果 か ら,シ イ ラ稚 魚 の食 性が 成 長 と ともに どの よ うに変 化 して行 くかを考 察 す る。 シィ ラ



Table 9. 流 れ 藻の 下か ら 採集 した シィ ラ稚 魚の 食 餌 内容

Stomach contents of juiile do1phi ns caught under 

drifting sea weeds.



稚魚 は第2章 第4節 で述 ぺた よ うに

全 長3～4㎝ ま で は遊 泳 力 に乏 し く.

F ig .22. シイラ幼魚の胃内容物構成種の出現率

percentage of occurrence of each food 

item found in stomachs of young dolphin.

海面を浮遊生活 しているため

poda

Cope-

を盛 んに 捕 食 して い る。 しか

し,全 長5～6㎝に な る と遊 泳 力 も

増 して きて,他 魚種 の 浮遊性 仔魚が

餌 の対 象 とな る。 体 長7～8㎝ 前後

に な ると流れ 藻 を 生活 の場 と し,流

れ藻 の 下で普 通 に得 られ る稚 魚類 が

餌 の対 象 となつ て くる。

この時期 に は流 れ藻 つ き ブ リ稚魚

の 天然 減 耗 に大 き く影 響 を与 え てい

る(宮 崎 県 沿 岸 漁業指 導 所,1964

64a)。

体 長15～20cm程 度 に成 長す

る と,運 動 範 囲な らびに 餌料 の選 択範 囲 も広 くなつ て き て,も はや 流れ 藻 の下 では摂 餌的 慾 求が 満足さ

れな くな り,外 洋 性 の ヒメ ジ ヵ タ クチ イ ワ シ ・イ カ類 な どの 稚魚 を主 に捕 食 す るよ5に な る。 しか も

他 魚種 の 稚 魚 だけ でな く シィra幼 魚 も餌 とな つて お り,成 魚 の食性 とほ とん ど差 がみ られ ない。

第2節 成 魚 の 食 性

i.食 餌構成種と出現回数
・胃の内 容 物 をみ る と

,全 体 が単 一 種 で 占め られ て い る場合 も多 い が,稚 ・幼 魚に 較べ て数種 類 の も

のか ら構成 され てい る もの も多 い。い ま,1955年 か ら1959年 の資料 に よ り.餌 構 成種 の 出現

回数お よび総重量を調べ表示したのカ

Table 10

Table 1 0 で あ る 。

をみ ると,餌 に され た生 物 は動 物 性 の もの で,そ の種類 は非 常 に多 い。総 重量 に ヌ寸

す るそれ ぞれの 重量 の比 をみ る と.魚 類 が 重 量 比95%を 占め,つ い で,節 足 ・軟 体 ・腔 腸動 物 の3

者が4.8%を,海 藻 。そ の他 の も のが0.2%で あ る。

胃内 容 拗 と して 出 現 す る 魚 種 を,出 現 頻 度 の 高 い も の か ら順 に 列 挙 す る と,カ タ ク チ イ ワ シ(22

%)・ ト ビ ウ オ(21.8%)・ ヒ メ ジ(7.9%)・ マ イ ワ シ(7・4%)・ イ カ 類(8・3%)・ カ ワ・・

ギ 類(7.4%)。 マ ア ジ(3.7%)・ シ イ ラ(2.3%)な ど で,そ の他 に ニ ジ ギ ン ポ ・ダツや 節 足 類

の タ イ ワ ンガ ザ ミNeptunus peeagicus

W:it'll7ryorpi to wnbee.ea

・イ ドテ ア類 の

。カ ツ オノ カ ン ム リ

Idotea one telli ca,

Velella lata ,

腔腸類

海 藻(7.9%)な ど

が あげ られ る。



Table 1 0. シイラ成 魚 の 胃内容 物 組成

cmpositien of stomach contents of dolphin;showing number of 

occurence and total weil4it of each food itemsa in all stomachs.



以上は日本海における餌の内容であるが,中 部大平洋ではウミスズメ

サ ヨ リ類 のHemirwnphus brasiliensis

prIscus 'ネ ズ ミ フ グ .Diodon hystrix

Lacton2  dicphcnus

な ど,大 西洋 ではメ ガ ネハ ギBalistes ca-

などが認められ,餌 の構成種は水域によつて異なる。

しか し,太 平 洋 ・太酉 洋 に お いて も トビウ オが もつ と も重 要 な餌 となつ て お り

RA, 1 9 5 7 ;G IBBS• COLLETTE,1959)

(TESTER • NAKAMU-

,シ ィ ラ の餌料 と して もつ と も重 要 な の は表層 性iの

動 物 であ る と結 論 して よか ろ う。

2.食 餌構成種の体 長組 成

餌構 成種 の うち.主な 魚 種 につ い て大 き さ を示 したのが

Fig. 23. シイヲの胃中にみられた餌魚類の体長組成

Body length cdnpositions of each food 

item found in stonachs of doT phin, 

1;Oplegna.thus fasciatus 2:P2 eneus bensasi 

3:Aluteridae 4:Engraulis japonica 5;Sar-

dinops melanos ticta f :Exoc oetidae

Fig.23 であ る。

餌 と して摂 られ てい る トビ ウオ類(主 とし

て ホ ソ トピウオ)・は 体 長2㎝ 前後 か ら20

㎝程 度 まで で,10～15cmの 未 成熟 魚が

多い。 カ タク チ イ ワ シの体 長 は シ ラ ス期(

2㎝ 前 後)か ら15㎝ の成 魚 にお よび,こ

とに11～12㎝ の ものが 多 い。 シ ィ ラ1

尾当 りの 胃 中に みい だ され た個体 数 は,稚

・幼 魚は数 十 尾づ っ であ り.成 魚は最 高1「

2尾 であっ た。 マ イ ワ シは6～20cmの も

の で,10㎝ 程 度 の もの が多 い。 カワハ ギ

類(主 と してカ ワハ ギ ・ア ミメ ハ ギ)の 体

長 は1～７㎝の もので,小 型 の ものほ ど多

く,シ イラは 体長30㎝ ま での もの であ る。

ヒメ ジは体長1～５㎝,イ シダ イぼ 体長2

～7㎝ .マ ァ ジ は体長3～12cmで ある。

そ の他 の生物 と して,カ ツ オ ノカ ン ム リ・

ギ ゾカ ク ラゲ は直 径1～3㎝ の もの であつ

た。

以 上 の観察 か ら 餌 魚類 の大 き さを考 察す

る。 餌 魚類 の体 長は1㎝ 前 後 か ら34㎝ の

広 い 範 囲に わ たつ てい るが,Fig.23を

み る と各 魚種 のモー ドは体長2～4cmと10～15cmの2つ の 範 囲に 現わ れ る。 前 者 の群 は カ ワハ ギ ・

ヒメ ジ ・カタ ク チ イ ワ シな どの表 層性 稚魚 に よつ て.後 者 の群 は トビウオ 。マ イ ワシ ・カタ クチ イ ワ シな

どの外 洋性 中 型魚類 に よつ て構成 され て い る。 このこ とか ら,シ イ ラが餌 とす る魚類 の 大 きさ に は.非 連

続 の2つ の群 に 分か れ る こ とが 理解 され よ う。 体 長34㎝ こもお よぶ 大型 魚を 捕 食す る シィ ラ が,2㎝ 前

後 の小 型 稚 魚類 を も餌 の対 象 として摂 る とい うこ とは,1一 見,奇 異 に 思われ るが.こ の こ とに つ いて は本

章 第3節 で詳 述 す る。



こ 食 餌 構 成 種 の 季 節 変 化

1955～1957年 の3か 年 に つい て,食 餌 構成 種 の季 節 変化 を重量 比 の 百分 率 でFig.24に 図

示す る。 た だ し、 こ こ で総 醒 の順 序 ・こした がつ て第6位 まの魚種 を と り ・そ れ以外 の もの は 「

その他」 に一 括 して あ る。

Fig, 24 を み る と,1955`年 に は7月

にカタ クチ イ ワシが重 量 比80%を 占めて

いるが,時 期が 進 む につ れ て 減少 し,替 つ

てトビウ オが増加 しだ し,10月 に は トビ

ウオが卓 越種 とな る。1956年 には,7

月か ら10月 まで トビウ オが 卓越 してお り

他の 魚種 は少 な い。10月 には トビ ウオ の

みで80%を 占め る。1957年 には,7

～8月 に カ タ クチノ ワ シが 卓越 種 となつ て

いるが. 、それ が9月 に は トビウ オ と交 代 し

ており,さ らに10月 に は イカ類(ケ ンサ

キイ カ)と 交 代 して,イ カ類 が卓 越種 とな

つ てい る。

以上 の よ うに,餌 と して カタ クチイ ワシ

・トビウオが 大 き な割 合 を 占めて い る の が

明らか であ るが,そ の割合 は海況 の変 化や

卓越種の 交代に と もなつて 複 雑 に変 動 して

いる。 この よ うな季 節変 化 は シイラが 生 息

する海域 の生物 相 を反 映す る もの として大

変興味あ る問 題 で ある。

Fig. 24.食 餌 構 成種 の挙 節 変 化

Variation of weight percentage of each 

food item by month and by year.

第 ろ 節 摂 餌 活 動

1.摂 餌

魚体 の大 き さに よ る摂 餌活 動 を検 討 す る。 シィ ラ成 魚986個 体(1956～1957年 の 材料)に

ついて.胃 内容物重 量 を 階層 分 けしそ.各 階層 の 頻度 を百 分率 でFig。25に 図示 す る。 シィ ラ旋網 は

夜間 に操業 しな いか ら,こ の図 は昼 間 の胃内容 物組 成 を示 す もの で あろ う。

Fig .2 1に よる と,胃 の 中 に何 ら の内 容物 も認め られ な かつ た個 体 は 全体 の27%を 占め てお り,

空胃に近い状態(内 容物重量3タ 以下)の ものを含めると,そ れらの占める割合は約50%に お よぶ。

しかし,一 方では多量に摂餌しているもの も多い。

つぎに,魚 体の大小(胃 嚢の長さは魚体長に比例すると仮定)に ついて,内 容物重量の出現状況を



Fig.26に 示 す。 これ に よ ると.胃 嚢 長 が4～8

cm(体 長約50cnt>の もの で は内容 物 重 量が 空 胃ま

たは3タ 前 後 の もの が多 い が,12～16cnt(体 長

約70cm)の もの で は100タ 程 度 を摂餌 して いる

個体 が多 い。 また,20～24ent(体 長 約90em)

の もの で は300ノ 前後 にモ ・一 ドが みられ,一 般的

に魚体 が大 き くな るに つれ て 空 胃率 も減 少 し,内 容

物重 量 も増加 して い る。

2.日 間 摂 餌 率

魚体の大小による前項の傾向を.さ らに検討 して

みる。各魚体の日間摂餌率を自然条件のもとで求め

ることは不可能に近いので,近 似的に各魚体の捕獲

時の胃内容物重量をその体重で除 した単位俸重当 り

の摂鰻(棚 率 ・1螺X、1・ ・%,ω:胃 内容樋

量,w:体 重)『を求 め て み る。

Fig. 25. 調査魚体986個 体の胃内容重量分布

Frequency distribution of stanch 

contest weight of 9 8 6 ind.iviriuals,

胃の中に何らかの内容物が存在 していた魚体の

うち、体長測淀 のしてあるもの150尾 についてそ

れぞれfを 求め,体 長階級毎に集計 してその平均値

M,M士S(S;標 準偏 差)及 びそ の範 囲 を図 示 した のがFig.27で ある。Fig.27に よ る と,体 長 階 級毎の

摂 餌率(M,M士S.)は 体長10～20侃 の幼 魚から100～120cmの 高 年 魚 まで殆 ん ど変 化 が

ないが,高 年魚ほど変動が大きいように属わ

れ る。三 谷(1960)に よる とプ リの摂餌

率 は稚 ・幼 魚期ee高 いが,そ れ か ら体 長40

～50cmま で は急 激に 低 下 して お り.そ れ以

降 は殆 ん ど変 化が ない。 この よ うな相違 は,

勿論,両 種 の生 態的特 質 に 基 づ くもの で あろ

うか,次 の こ とが考 え られ る。す なわち,シ

ィ テは 若 年 魚に 空 胃個 体 の割 合が 多 く,成 長

す る に従つ てそ れ が減 少 して いた。 若 年魚 は

流れ 藻つ き生 活 か ら自 由遊 泳 の 生活 に移行 時

期 にあ るか ら,成 魚に 較べ未 だ遊 泳 力に乏 し

く,捕 食能 力 がア 段 と劣 るた め で あろ う。 そ

して,高 年 魚ほ ど摂 餌 の変 動 が大 き いの は.

餌料 生物 資源 との 関係 に よ る もの であろ う。

Fig. 26. 胃の大きさ別にみた胃内容重量

Relation between weight of contents 

and size of stomach. In all 91 7 

fishes are examined_



,若年魚は主に稚魚類を捕食し飽食{犬態のものが

みられなかつたのに対して,成 魚はしばし杖 飽

会状態のものがみられたが,稚 魚類を捕食して

いる場合の胃内容物は僅少であつた。以上のよ

うな原邸 こよつてシイラは幼魚から高年魚まで

殆んど変わらない摂餌率を示す結果になつたと

考えられる。

こ 餌料生物と摂 餌活動

摂餌生活 の 活発 ・不 活発 を餌料 生物の 組成 や

餌資源の多 少 と の関係か ら検 討 す る。1955

～1957年 の3か 年の 材料 につ いて
,魚 体の

大きさ を無視 して 月別 ・年 別 に 胃内 容物重量 の

階級別出現 状況 を調 べTable11に 示 す。

Table11に よ る と.胃 内 容物 重量 は 空 胃の

ものか ら1Kgを 摂 食 してい る もの ま である。 空

胃魚体 を除外 して各 月 の 魚群の 摂餌状 態 を検 討

Fig. 27. 魚体長 ・体重別の摂餌率

Rate of stomach c ont ent weight (w) to 
body v~aight(W)by size cf fish

すると,1955年 の8月 に は魚 群 の多 くが30～100gを 摂 餌 して お り、9月 も 同様 の状態 で推 移

した。

Table 11. 年 ・月別における胃内容吻の重量別 出現頻度

 -equency of occurr3nce of each weight class of 

stomach contents.ly year and by month.



1956年 に は7月 に多 数 の もの が30～100yを 摂餌 してい たが,8～9月 に は0～3タ を摂 つ て

い る に過 ぎない。 しか し,再 び10月 に は増 加 してお り.漁 期 間 をV字 型 に変 動 してい る。1957年

の 魚群 の摂 餌量 は7月 を最多 と して,時 期 が 進 む ほ ど低 下 して い る。 ・一

各年の摂餌量の変動を食餌構成種の季節変化の面から検討すると (Fig. 24) 1そ の変動は中型魚類

の 出現 傾 向 と一致 して.餌 と して トビ ウオ ・イワ シな どの 成魚 が多 くみ られ る場 合 に摂 餌量 も多い。 ま

た,カ ワハ ギ ・ヒメ ジな ど稚 魚類が 多 くみ られ る場 合は 摂 餌量 も僅 少 で あ つた。 この こ とか ら 摂餌 量 の

変動 は餌料 生 物 の組 成 に よる と推 察 され る。 しか し,1955年 ・1957年 の9・10月 に は,Fピ ゥ

オ成 魚が この海域 の卓越 種 とな り,餌 と して 占め る割 合 が多 い のに もか か わ らず
,摂 餌量 は前 月 よ りも 低

下 してい る現 象 が み られ る。 これ は,ト ビ ウオ の量 がそ の前 の 卓越 量 で あつ た カタ クチ イ ワシ に較べ て資

源的 に少な か つた た め と考 え られ る。

4.食 餌構成種と表層生物相 との関係

シ イラ の 胃中に しば しば 稚 魚類 がみ い だ され た が ,こ れ は 稚魚 類が 自然 に おい て多 量 に 分布 して い たか

ら捕食 され た ものか,ま た,他 に適 当 な 餌料 生 物 がい なか つた ために 捕 食 され た もの か明 らか で ない。 そ

こで,餌 環 境 の生物 相 を調 べ るため,1955～1957年 の 漁期間(6～10月)に つ いて ,島 根県 沿

岸の海 洋 観 測 定 点 で延312回 の 稚魚 網 に よ る表 層 曳 採集 を行 なつ た。 この調 査方 法 は 稚 魚類 の定 性的 な

採 集ezす ぐれ てい るが,や や 大 型 で遊 泳力 を持 つ もの や,水 面 下1m以 深 に存 在 す る もの は採集 でき ない

欠点 が ある。 しか し,餌 環 境 の ・・・…tL部を理 解 す るに は有 効 な 手懸 りで あろ う。 採集 の結 果 をTabエel2に

示す。

Table 12. 島根 沿 岸の シイ ラ漬 漁場 で6～Io月 に表 層 曳

稚魚網で採集された稚魚

Ust of Juvenile fishes caught by surface net collections 

in ° iira - Uke ° fishing ground off Shimane prefecture 

during Juie through October ~1955-57



調査 が行 なわれ た6～10月 は 稚 魚の種 類 ・量 が も つ とも多 い 季節 で,採 集 された 稚魚 は35科 、

約50種 とそ の外 に 種名 不詳 の も の147尾 を含め て合 計17.191尾 を得 た 。主 な魚種 は 暖水 性の

もので カタク チイ ワシ ・ヒメ ジ ・カ ワハ ギ 。ニ ジギ ンポ ・ア ミメ ハ ギな どの順 に 出現回数 が多 く,採

集 尾数 はカ タ クチ イ ワ シ とヒメ ジの2種 が 圧佃的 に多 い。 ところ で 。最 多 出現 種 のカ タ ク チイ ワシ ・

ヒメジ ・カワハ ギ類(カ ワハ ギ ・ア ミメ ハ ギ ・ヨ ソギ)の3種 に つ い て.8・9月 の分 布状況 を年別

に図示 す る と Fig . 2 8 の よ う に な る。

 i~ 28. シイ ラ漬 漁場 に お ける8・9月 のヵ タ クチイ ワ シ ・

ヒメ ジ ・カワハ ギ類 稚 魚の 分 布

( a- c) Relative seasonal atxznda.re of juveniles of 

Figraul is japonica,Upeneus bensasi and aluterids in the 

waters off Sriimane prefecture,based upon the data o larval 

net collections made in August and S eptember,1 9 5 5-1 9 5 7.



b. Aluterid fishes



Fig. 28 をみ ると,カ タク チイ ワシ は3か 年 の うちでlg56年 が 分 布範 囲 ・採集量 と も卓越 して

お り,特 に浜 田 沖 合30～80浬 附 近 に多 く.9月 に は沿 岸の 採集 材料 に もお よ んでい る。 カ ワハ ギ類

は3か 年 の 分布 ・出現 状 況 に大差 は 認 め難 い。 ヒメ ジは1955年 に もつ とも多 く出現 し,1957年

には極めて少なかうた,

3か年間に採集された稚魚類について考察すると,シ ィラの胃中にみられた稚魚類は稚魚網の表層採

集で ・その時期に もつ と も多 く得 られ たカタ グ チイワシ・ヒメジ・ カ ワハ ギ類であった。 これ ら 繍 の

分布 ・出現 状 況 に応 じて,シ イ ラの 胃中 には1955年 に ヒメ ジが,1956年に カタ ク チ イワ シが.

1956・,57年 に は カワハ ギ類 が も つ と も多 くみ られ て い る。 しか し,1957年9～10月 には

ヒメジ ・ヵタ ク チ イ ワシの 出現 が 少 なか つ た に もか かわ らず多 量 に捕 食られて い た。この こ とは.採 集

の不完全 に よる のか,そ れ と も撰 択的 索餌 に よる ものか定 か で ない が,次 の こ とが考 え られ る。

前項 に よる と,シ イ ラ の 胃中 に 出現 した中型 魚類 は いつ れ の場合 も或 る1種 が 卓 越 して い て.ト ビウ

オ ・カタ クチ イ ワシに よ り 占め られて い る ことが多 か つた が,ま た,マ イワ シ ・ケ ンサ キイ カな ども重

要種 であつて,こ れ ら数 魚種 の間 で卓越 種 は変動 を して い る。 卓 越 種 を表 層 生 物 相 の代表 的 種 とす る と,

代表 種は漁期 間に2～3度 交 代 してい る。 そ の交 代期 に は胃中 の 中型 魚類 の 出現 は最 少 とな り.そ れ に

・め つて 稚 魚類の 出現 は最 高 とな る。 した が つ て
,椎 魚類 が高 率 に 捕 食 され る現 象 に,稚 魚 資源 の増加

によるとみ る よ りも,む しろ,餌 とす る 中型 魚類 資源 の減 少 に よる もの と思わ れ る。

以上を総 合 す ると.シ ィ ラは主 に 中型 魚類 を 捕食す るが,そ れ が甚 だ少 ない とか,ま た は.稚 魚 類 が

多量 に存 在 する場 合に は稚 魚 を も捕 食す る もの と推 定 され る。 そ して,シ ィ ラの よ うな 食性段 階 の高 い

魚に とつ ては,稚 魚類 が餌 料 生物 の大 きさ の下 の限 界 で あ る と思 われ る。

5.餌 と した稚 魚 類の 特 徴

前項の稚魚類の うち (Table 1 2) ,イ シダ イ 。ニ ジギ ンポ ・カ ワハ ギ類 は流 れ 藻 につ く こ とが知 ら

れてい る。(内 田,1926・1927;内 田 ・庄 島,1958:千 田,1962)。 しか し,こ れ ら

の稚魚が シ ィ ラに よつ て捕 食 され た のは 流 れ藻 に伴 なつ てい る 状態 の 場合か ,ま た は,海 中 を浮遊 中の

場合か明 らか で ない。 そ こ で,限 定 され た海 面 に おいて 流れ藻 に伴 なつ ていた 稚魚 と,そ うで ない 条 件

の稚魚と を稚 魚網 で各54回 つ つ 採集(6～lO月)し て ,両 者 につ い てイ シダ イ ・ニ ジギ ンポ ・カ ワ

ハギ類 の採集 尾数 や 体長 組 成 を比較 す る こ と とす る。

児島(1963)に よ る と,両 者 の間 に は同 種の もの で も採集 尾数 や 体長 組 成 に 明瞭 な相 違 が 認 め ら

「れる
。 すなわ ち,流 れ 藻 を 拠 ・獲つ た 場 合 に は特定種 が数 十 ～数 百 尾 も採集 され,魚 体 も2～4cm程 捜

のものが 主体 を な して いた が.そ うで ない条 件 の 採集 では各 魚種 と も通 常1～5尾 程度 しか得 うれず
,

体長も 三⑳ 未 満の もの が過 半 を 占め てお り,体 長 に よつ て流れ 藻 に つ く状 態が違 うよ うで あ る。 Fig.

・29に ζの よ うな調査 材料 と,シ ィラの 胃中に み られ た稚 魚の体 長組 成 と を図示 す る
。

 Fig. 2 9に ょる と,胃 中に み られ た カワハ ギ類 。イ シダ イ ・ニ ジギ ンポ の体 長 組成 は ,流 れ 藻 つき

稚魚のそれ に近 似 して い る。 これ らの 稚魚 で は 流れ藻 につ い てい た もの が捕 食 され る と考 え られ る。

『レイラ
の 胃中に は,そ の外 の 稚魚 と して カ タ クチイ ワ シ ・ヒメ ジが み られ る。 この 稚 魚は 流 れ 藻 に伴

なつて 採集され なか つ た がtl曳 網の最 多 採集 尾数 は カタ クチ イワ シ2,375尾,ヒ メ ジ271尾 であ



Fig. 29. 異なつた方法で採集 したシイラ胃中の稚魚類の体長組成

 Caaparison between body length compositions of juvenile fishes 
 found in stomachs of dolphin( dotted, histograms) and those caught 

by surface haul with larval net made in two different vays; 
 one vqRy together with drifting sea weeds ( solid histograms ) and, 

 another avoiding the influence of drifting sea 'weeds (open nistograms )

った。 こ のよ うな 稚魚 の 被食 尾数 を示 し

た のがFig.30で あ る。

rig. 30 シイラの胃中にみられた稚魚の被食尾数

Number of prep juvenile fishes four d 

in a s tomch of dolphin.

Fig. 30 に よる と.流 れ 藻 つ き稚 魚

の被食尾数はだいたい5尾 前後であるが
,

カタ クチイ ワシ ・ヒメ ジは 数 十 尾つつ 食

われ て い る。 この こ とか ら シイ ラが特定

種 を選択 的 に捕 食 す る とは 断定 で き な い

が.海 中 に お ける餌 料 稚魚類 の存 在 様 式

が餌 の対 象 と して 大い に 関係 して いる と

い え よ う。 す な わち,カ タ ク チイ ワ シ ・

ヒメ ジは稚 魚網1回に1万 尾が 採集 され

るな ど濃密 な群 を造 つて お り(内 田 ・道

津,1958),イ シダ イ ・カ ワハ ギ類.

は流れ藻 につ い て群集 して い る こ とが 明

らか であ る。 さ らに,被 食 尾数 は1曳 網

での最 高 採集 尾数 の 多い種 は被 捕食 尾 数

も多 い。 したがつ て,シ イラ が捕 食 の対



象とする稚魚は単に海域における分布密度のみによるものでな く,条 件として自然に群集 生を持つもの

か、または浮遊物などを媒体 とするとか,な んらかの要因に よつて相当の群れを 造る魚種 であることが

必要と 考 え られ る。

第4節 食 性 に つ い て の 総 合 考 察 と結 論

シイラは稚 魚期 に Copepoda を鋪食し,流 れ藻に伴なう時期になると他魚種の稚魚類を捕食しだしb

幼魚になる嫌 れ藻を離れ外洋稚魚 類を捕食し だす。成魚になると餌とする種類は魚類 ・節足・軟体

・腔腸動物とその範囲は広いが、餌料構成種の殆んどは表層性魚類である。 この中には.マ イワシ ・ウ

ルメイワシ・マアジなど中層性魚類もみられるが 。これらに小 ・中型魚に限られ 体長に限度がある。ま

だ。ヒメジ・イシダイ ・カワハギ類は,元 来,底 生性魚類であるけれども,こ れらは浮遊期から底棲生

活に移行する過度期の段階のもので,春 ～秋に対馬暖流域に現われる表層性稚魚の代表的種類である(

内田.道 津,1958)。 また.腔 腸類なども海面に浮遊 しているものであるから,シイラ が餌とする

生物はごく海面近 くを遊泳するか 、あるいは浮遊す るものに限定されているといつてよい。

シイラの索餌範囲は遊泳層からも推察されるとお り,生理的 に海の下層へ潜入することができないか

ら(内橋,1953),海 面附近に制約 されると思われ る。そのためにも餌はごく海面近 くのものに限

られるのであろう。このような餌環境において シィラは中型魚類を主に摂るが.そ れと同時に稚魚類 も

摂つている。食性段階の高いシイラの成魚が稚魚類を餌の対象とすることは,一 見,矛 盾しているが.

餌とする中型魚類が少ない場合にかぎつて副次的に 稚魚類 を摂るのであつて,餌 環境の餌がしばしば不

足することを示 している。 シィラのように餌環境が限定されていると.餌 資源の多少が漁況に影響する

ことが甚 しい と考 之 られ る。




